
令和５年６月１１日（日）神戸市西区にある神戸市交通局「西神車庫」において、バスま

つり来場者（主に小学生の親子連れ）を対象にバリアフリー教室を開催しました。
バリアフリー教室では、バスのバリアフリーの工夫を聞いたり、本教室に協力いただいた

障害当事者講師（車椅子利用者）の六條さんと尼崎交通事業振興株式会社によるバスの乗降
実演、六條さんとの交流を行いました。また、視覚障害の擬似・介助体験も行い、お手伝い

の必要性や障害への理解を深めました。
参加者からは、「困っている人がいたら優しい声をかけたい」「体験した子供と今日だけ

ではなく話をしていきたい」など様々な感想が寄せられました！

近畿運輸局

令和５年６月１１日（日）

〈第１回〉１１：３０～１２：１５
〈第２回〉１４：１０～１４：５５

【内容】

●挨拶
●心のバリアフリーについて
●ノンステップバスの説明
●車椅子の乗降見学&六條さんお話
●障害者等にも安心してバスを利用

してもらうための取組の紹介
●視覚障害疑似体験及び介助体験
●のりたろうとの記念撮影

協力：社会福祉法人ぽぽんがぽん、尼崎交通事業振興㈱

心のバリアフリーについてのお話 車椅子でのバス乗降等見学 視覚障害疑似体験・介助体験

バス乗車→車椅子固定→降車
の様子を見学。バスのバリアフ
リーの工夫等も学習。

困っている人を見かけたら声をか
けよう！ 合い言葉は「お手伝いし
ましょうか」♫

アイマスクと白杖を使って、乗車
→椅子に座る→降車ボタンを押
す→降車を体験。

車椅子固定等は少し時間がかか
るけれど、安心安全のために必要
なことなので、見守ってね☆

六條さんのお話



令和５年７月２０日（木）大阪府藤井寺市にある藤井寺工科高等学校
（定時制）において、高校１年生１４名の生徒を対象にバリアフリー教
室を開催しました。
今回、本教室とは別に社会科の授業にて“心のバリアフリー”の学習

を行うことから、体験学習に重きを置いて実施しました。
障害当事者講師（電動車椅子利用者）の堀さんより実体験に基づくア

ドバイスをいただきながら、２つの教室と廊下で、生徒全員が車椅子利
用者と介助の体験、自走体験を行いました。
参加した生徒からは、「人の命を預かっている感じがした（介助する

体験）」「声かけがなかったら怖かった（介助される体験）」「困って
いる人がいたら助けたい」など様々な感想をいただきました！
また、本教室には９名の先生にもご参加いただき、車椅子体験や体験

補助をしていただきました。
参加した先生からは「生徒も教員も良い経験になった」「自ら車椅子

体験することでハードルが低くなった」などの感想が寄せられました！

近畿運輸局

令和５年７月２０日（木）18:40～19:25

●挨拶（５分）
●車椅子体験〈介助・自走〉（３５分）
●まとめ（５分）

体験コース図

協力：ＮＰＯ法人ちゅうぶ

段差衝撃体験 段差介助体験 自走体験

マットで段差を表現。
前から上がって後ろから下りる。
みんなが一番苦戦した体験。

歩道と車道の段差を模した高さ
１ｃｍと２ｃｍの棒を越える体験。
想像以上の衝撃の強さに驚き！

車椅子の開閉体験も実施。
狭い道でのジグザグ走行に挑戦。
先生方も一緒に体験。

実体験に基づく貴重なアドバイス
をたくさんいただきました。
お手伝いの際は、声かけが大切☆

堀さんのお話

マット

スタート

ゴール

ジグザグ

段差衝撃

段差介助困っている人を見かけた時には「お手伝
いしましょうか？」と声をかけたい

障害のある人の気持ちになって考えたい

バリアフリー教室で学んだお手伝いの方
法などを家族や友達に伝えたい

66.7%

25.0%

8.3%

バリアフリー教室に参加して、

すぐに「やってみよう！」と思ったこと



令和５年１０月１９日（木）甲賀市立甲南第三小学校において、小学３
年生を主とする８名の児童を対象にバリアフリー教室を開催しました。
今回は、２人ずつのペアで４つの体験、①車椅子体験、高齢者疑似体験

の②階段昇降・③お買い物体験、④バリアフリークイズを行い、児童全員
が当事者と介助の体験をしました。
また、障害当事者講師（車椅子使用者）の前野さんにお越しいただき、

車椅子体験でアドバイスをいただくとともに、バスケット用車椅子体験等
を通して児童のみなさんとの交流にご協力いただきました。
参加した児童からは、「体が不自由な人は、こわいことがいっぱいある

んだと思った」「しょうがいがある人が、とてもたいへんなことに気づい
た。こまっている人がいたら、声をかけようと思った」「おとしよりや妊
婦さんは歩きづらいし、立っているのがたいへんなので、みかけたら、い
すをゆずるなどをして、私ができることをしたい」など、多様な人への理
解を深め、実際に行動しようとする前向きな感想が寄せられました。
また、参加した先生からは「教室でただ聞くだけの学習ではなく、実際

に体験することができて、相手の気持ちを考えたり、接し方を学んだりす
ることができ良かった」などの感想が寄せられました！

近畿運輸局

令和５年１０月１９日（木）1０:40～1２:１5

●講義（１５分）
●体験 & 前野さんとの交流（75分）
●まとめ（5分）

体験概要図

協力：特定非営利活動法人滋賀県脊髄損傷者協会

車椅子体験 高齢者疑似体験（階段昇降） 高齢者疑似体験（お買い物）

目が見えづらく、足も曲がりにくいの
で、普段何気なく行っている歩いたり
階段を昇降する等の動作も一苦労。

声かけが大切☆
少しの段差でも思った以上に衝撃が
強い！ 段差を上り下りするのは大変。

目が見えづらく、肘や指先が思うよう
に動かないので、物を取ったり袋を開
けるのにも苦戦。声も聞こえづらい。

前野さんが持ってきてくださったバス
ケット用車椅子をみんなで体験♪
お話やアドバイスもいただきました！

前野さんとの交流

困っている人を見かけた時には「お手
伝いしましょうか？」と声をかけたい

障がいのある人の気持ちになって考え
たい

バリアフリー教室で学んだお手伝いの
方法などを家族や友達に伝えたい

33%

42%

25%

バリアフリー教室に参加して、

すぐに「やってみよう！」と思ったこと

高齢者疑似体験
お買い物体験 階段昇降体験

高齢者疑似体験セットを装着して体験 高齢者疑似体験セットを装着して体験

車椅子体験

段差は後ろから下りる
バスケット
用車椅子



令和５年１１月３０日（木）姫路市立中寺小学校において、小学４年生５５名

（２クラス）を対象にバリアフリー教室を開催しました。

今回は、神姫バス株式会社様が水素バス（ノンステップバス）を学校に持って

きてくださり、車椅子でバスの乗降体験をしたり、バスのバリアフリーの工夫を

学び、体育館内では車椅子体験と視覚障害疑似体験も行いました。

講義や体験を通して、障害への理解を深めるとともに、手助けする際の声かけ

やコミュニ ケーションの大切を学びました。

参加した児童からは「車いすに乗って1cm

のだんさをこえるだけでもかなりしょうげき

を感じた」「やさしい声かけが大事だなと思

った」「体が不自由な人がどれだけたいへん

か分かったのでこまっていたら声をかけて助

けたい」「自分たちにできることはやりたい」

等、様々な感想が寄せられました。

28%

37%

35%

バリアフリー教室に参加して、

すぐに「やってみよう！」と思ったこと

近畿運輸局
協力：神姫バス株式会社

車椅子体験 視覚障害疑似体験 バス乗降体験

目が見えない状態で歩くのは不安。
手引きをするときは、みんな一生懸命、
声で案内してくれました！
声かけの大切さを実感！

声かけ・コミュニケーションが大切☆
車椅子に乗っていると、普段は気にも留
めていない小さな段差でも衝撃を感じ、
越えるのも大変なことを痛感。

バスに格納されているスロープを使い、
車椅子でのバス乗降をみんなで体験。
神姫バスさんからバスのバリアフリーの
工夫も教えてもらいました！

困っている人を見かけた時には「お手
伝いしましょうか？」と声をかけたい

障がいのある人の気持ちになって考え
たい

バリアフリー教室で学んだお手伝いの
方法などを家族や友達に伝えたい

車椅子体験

視覚障害疑似体験

段差
衝撃体験

段差
介助体験

高さ4cmの棒(段差)越えに挑戦！

お手伝い
しましょうか?

車椅子でバスの
乗降に挑戦！

スケジュール

10:35
(15分)

10:50
(20分)
11:10 車椅子 視覚
(65分) 視覚 車椅子
体験 車椅子 視覚

視覚 車椅子
12:15
(5分)
12:20

車椅子・視覚体験説明＆実演

バス

バス

まとめ

終了

令和5年11月30日（木）10:35～12:20

時間
１組 ２組

内容

講義



令和６年２月２０日（火）大和郡山市立矢田小学校において、小学３年
生３９名と４年生３７名の２学年合同７６名の児童を対象にバリアフリー
教室を開催しました。
今回は、２人ずつのペアで、アイマスクと白杖を使用した視覚障害疑似

体験と介助体験を行いました。また、視覚障害当事者の辰已さんを囲んで
、質問をしたり、視覚障害体験用眼鏡（全盲、視野狭窄、白濁、黄白濁）
を使って見え方の違いを体験しました。
参加した児童からは、『「すべて見えなかったり、視界が白くにごって

いたりする」といった、目の不自由さのてい度にもいろいろあると言う事
がわかりました』『たつみさんの話を聞いて、視覚しょうがい者の方の気
持ちがよく知れてよかった』『こまっている人を見かけたら声をかけよう
と思いました』など、障害への理解を深め、行動を起こそうという前向き
な感想が寄せられました！
また、参加した先生からは『当事者の方のリアルな声を聞かせていただ

けるのは大変ありがたい』『視覚障がいだけではなく、様々な場面で困っ
ている人に向けてアンテナを張る機会になった』等の感想がありました！

近畿運輸局

令和６年２月２０日（火）1３:4５～1５:２０

●講義（１０分）
●視覚障害疑似体験 ＆ 辰已さんとの交流（８０分）
●まとめ（5分）

協力：一般社団法人奈良県視覚障害者福祉協会

視覚障害疑似体験（一人歩行）

アイマスクをして白杖を持ち、点字ブ
ロックの上を一人で歩いてみると、点
字ブロックは大切な道しるべだと実感！

辰已さんとの交流

41%

35%

24%

バリアフリー教室に参加して、

すぐに「やってみよう！」と思ったこと

視覚障害擬似体験コース図
公共交通利用促進キャラクター

のりたろう

視覚障害疑似体験（階段昇降）

目の見えない状態で階段を上ったり下
りたりするのは不安。階段を手引きする
のは難しいけれど、精一杯声で案内☆

辰已さんからのお話の後、辰已さんへ
の質問タイムへ。ドンドン質問が出て
きて、活発な交流の場となりました☆

困っている人を見かけた時には「お手
伝いしましょうか？」と声をかけたい

障害のある人の気持ちになって考えた
い

バリアフリー教室で学んだお手伝いの
方法などを家族や友達に伝えたい

足裏と白杖で感触を
確かめながら歩く

｢下り階段です｣

車の運転はできる？

爪はどうやって切ってるの？

一番不安に感じることは？ etc.


